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令和７年度 事業報告書 

自 令和７年４月 １日 

至 令和８年３月３１日 

                         社会福祉法人 鶯鳴会 

 

 

１．事業所の名称  ヘルパーステーションもみの木 

<居宅介護事業・行動援護・同行援護事業・重度訪問介護事業・移動支援事業> 

<福祉有償運送> 

 

２．事業所所在地  三重県名張市西原町２５９０－８ 

 

３．職員体制 

従業員の職種、員数 

人

員 

管理者 他事業所を兼務 1 名 

従業員 サービス提供責任者(常勤・専従) 1 名 

訪問介護員(常勤・専従) 

     (非常勤・専従) 

1 名 

８名 

訪問介護員(非常勤・専従) 

※登録ヘルパー 

２名 

 

４．利用者数  ２３名(令和８年３月３１日現在) 

 

５．年間利用状況 

〇障害福祉サービス 

利用者数（延べ） 

（単位：人） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

身体

介護 
３９９ ３８９ ３７０ ４０６ ３９１ ４１４ ４３０ ３８５ ４０２ ３８１ ３７３ ４１８ 

家事

援助 
１３ １２ ９ １２ １１ １２ １３ １１ １０ １０ １１ １２ 

通院

介助 
１０ ９ ５ １１ ８ １２ １２ ７ １０ １１ ７ １１ 
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利用者数（延べ） 

（単位：人） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

行動

援護 
１７ ２２ １７ ２３ ２１ ２２ ２０ １８ １５ １４ １８ １５ 

同行

援護 
９ ８ ９ ７ ７ ６ ６ ６ ７ ５ ６ ８ 

重度

訪問

介護 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

移動

支援 
９０ ９４ ８８ ９１ ９２ ９０ ９５ ８５ ８２ ７７ ８０ ８６ 

 

活動時間数（延べ） 

（単位：時間） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

身体

介護 
303.0 297.5 279.5 312.0 288.5 316.0 327.0 289.0 307.0 287.5 279.0 315.0 

家事

援助 
11.0 9.5 6.5 10.5 9.０ 10.0 10.５ 9.5 8.5 8.0 9.0 9.5 

通院

介助 
 15.0  12.5 8.5 17.5 12.0 18.0 18.0 10.5  15.0 14.5 10.5 16.5 

行動

援護 
17.5 24.0 19.0 25.0 23.5 24.0 22.0 20.0 16.0 14.0 18.0 15.0 

同行

援護 
29.0 26.0 29.5 22.0 22.5 22.5 19.0 19.0 17.0 20.0 16.0 16.5 

重度

訪問

介護 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

移動

支援 
141.5  150.0  88.0  144.5  141.5  149.0  150.0  132.5 129.5 124.0 125.0 137.0 
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〇有償福祉運送 

走行距離(延べ) 

（単位：ｋｍ） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

629.9 718.6 639.0 773.0 599.0 720.0 667.7 566.0 603.0 499.2 548.3 667.0 

 

乗車人数（延べ） 

（単位：人） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

57 61 55   59 52 60 57 50 47 45 47 ４３ 

 

 

６．サービス内容 

①居宅介護事業 

・身体介護(食事介助、入浴介助、排泄介助、洗髪<洗髪器を利用>、手浴、足浴、 

清拭、共に行う家事<自立支援>等) 

・通院等介助(通院等又は官公署並びに相談支援事業所への移動の為の屋内外に 

おける移動等の介助又は通院先での受診などの手続き、移動の介助) 

・家事支援(調理、洗濯、掃除、買い物など) 

 

今年度は特に体調不良を訴える利用者がほとんどおらず、全体的に穏やかに

一年を過ごす事が出来た。 

 

②行動援護事業 

・障害により行動に困難を要する方(多動・他害行為等)へ危険を回避するための 

援助や外出時の移動の補助(通院、理容・美容院付き添い、余暇支援) 

 

利用者(H・S 氏) 

令和８年１月津市にある精神科病院へ通院途中の車内でヘルパーの顔を殴る

という事案あり。すぐに手が届かない後部座席に座っていただく等の対策を行

った。 
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③同行援護事業 

・視覚障害により、移動に著しい困難を要する方への支援(通院、理容・美容院 

付き添い、余暇支援等) 

・視覚的情報の支援(代筆、代読等) 

 

令和７年度は心身ともに大きく調子を崩されることなく穏やかに過ごされて

いた。 

 

④重度訪問介護事業 

・重度身体障害の方への身体介護、通院介助、移動支援 

※令和８年３月末現在利用者なし 

 

⑤移動支援事業 

・通院、理容・美容院への付き添い 

・余暇支援(買い物、カラオケ、ボウリング、地域でのイベント等の参加) 

 

今年度も新型コロナウイルス等感染症の流行が落ち着いていたため、野球観

戦に行きたいと希望して下さっていた利用者に付き添い、京セラドーム大阪に

て観戦することができた。帰路についてすぐに「来年も行こな！」とおっしゃり

大変喜んでいただけたため、今後もご希望があれば支援させていただく。 

 

⑥福祉有償運送 

他者の介助なしに移動する事が困難であり単独でタクシー等の公共交通機 

 関を利用する事が困難な方に対し有償にて移送サービスを提供する。 

【対象となる方】 

①身体障害者手帳をお持ちの方 

②介護保険法による要介護認定者 

③介護保険法による要支援認定者 

④知的障害、精神障害、その他の障害を有する方 

※③④に該当する旅客には、付き添い・見守り等の介助なしにはタクシー等の公

共交通機関の利用が困難である方を含み、④の「その他の障害を有する方」には、

発達障害、自閉症、学習障害を含む。 

 

令和７年９月伊賀市にある精神科病院へ通院等介助支援中に接触事故あり。

利用者も乗車していたが、利用者、運転者ともに怪我はなかった。相手方の前方

不注意で正面衝突の危険もあったが、うまく路肩に逃げる事ができたのが不幸
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中の幸いで運転席側のドアミラーの破損のみで済んだ。どんなにこちらが注意

して運転しても事故は起こるものだと肝に銘じて支援に当たりたい。 

 

８．連絡調整 

・サービス提供責任者と各担当ヘルパーとの連携強化を図るために、サービス 

ごとの指示書の発行、直接対面しての口頭での指示を行った。 

・ヘルパー同士の連携はもとより、鶯鳴会の職員として各事業所間での協力・ 

連携を図り、より良い支援に繋がるよう務めた。 

・ケース会議等を定期的に行い利用者の状態の変化、家庭環境等の変化を把握 

し、支援内容の見直しが必要かどうかの検討をその都度行った。 

・業務により会議に出席できなかったヘルパーにも会議の内容を伝達し情報の 

共有を図った。 

 

９．技術向上関係 

・定期的なミーティングの中で、支援に対しての姿勢や普段抱えている悩み等、 

お互いに意見交換することでヘルパー同士の連携を図り、より良い支援に繋 

げるよう努めた。 

・支援時の介助方法や支援方法等についてもヘルパー同士確認し合い、介助者、 

利用者双方の負担を軽減し安全に行えるよう研修を重ねた。 

・全事業所対象の内部研修などで知識を深めた。 

・出来る限り外部研修へ参加した。 

 

１０．健康管理 

・訪問する職員の検温と、訪問時から戻った際の手洗い・うがいの徹底、インフ 

ルエンザ予防接種(１１月) 

・感染症対策の為、マスクの装着と手洗い後のアルコール消毒を徹底した。また、 

訪問するヘルパーは手袋とアルコール消毒を常に携帯した。 

・全職員を対象に健康診断を受診(9 月) 

 

１１．防災対策 

年に３回（８月・９月・３月）防災訓練を行った。８月は自然災害発生時の 

対応としてハザードマップ等の確認を行った。また９月は災害時の対応とし 

て消防訓練(消防、避難、通報)と、止血法、その他応急手当、一次救命処置を 

行った。消防訓練は何度も繰り返し訓練を行っているので体が動いたが、止血 

法や救命処置などは忘れていることが多かった。 

３月は消防訓練として消火、避難訓練と備蓄等の目視確認を行った。備蓄に 
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ついては全く把握していなかったため、どのような場所に保管されているか 

知ることが出来た。今後震災が起こった時でもすぐ対応できるようにしたい。 

 

 

１２．防犯対策 

移動支援に出かけるヘルパーに対して防犯ブザーを携帯し、利用者とヘル 

パー自身の安全を確保した。また、７月の研修では緊急時対応マニュアルを確 

認し、災害時も含めどのような対応を行うか全員で周知した。 

 

１３．苦情(要望)関係 

苦情受付担当と苦情解決責任者を設置し、福祉サービスの苦情要望に適切 

に対応し、サービスの向上に努めた。 

〇苦情(令和７年４月～令和８年３月)→０件 

〇要望(令和７年４月～令和８年３月)→０件 

 

１４．総括 

昨年度から大幅に売り上げ自体は減ったものの、実働としては個人差や時間

帯によって人員不足になることもあり、その時間帯に合わせて３６協定や兼務

職員を増員し、職員一人にかかる負担を軽減してきた。 

利用者に関しては特に体調を崩す利用者はおらず比較的落ち着いた一年であ

った。スポットとして利用して下さる方が数名増えたが固定利用ではないため、

継続して利用していただけるようひとつひとつの支援を丁寧に、利用者に寄り

添った支援を心掛け支援技術の向上を図っていきたい。 

 


